
紙
谷

惣

（
昭
和
四
十

九
年
三
月
二

十
八
日
生
）

神
奈
川
県
相
模

原
市
千
代
田

四
e

二
e

十
八

サ
ン
プ
ラ
ザ
千

代
田
二
〇
五

Ｔ
Ｇ
三
二
四
五
二
八
三

（
平
成
十
五
年
二
月
三
日
）
紙
谷

惣

平
成
二
十
二
年
八
月
十
九

日
、
東
京
簡
易
裁
判
所
か
ら

殺
人
、
死
体
損
壊
・
遺
棄
、

逮
捕
監
禁
事
件
被
疑
者
と
し

て
逮
捕
状
が
発
付
さ
れ
た
。

八
ツ
田
和
夫

（
昭
和
二
十

八
年
十
一
月

七
日
生
）

1
6
1
3
`
6
6
1
1

Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｏ
Ｒ
Ｕ

Ｂ
Ｌ
Ｖ
Ｄ
，

Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｈ
Ｍ
Ｏ

Ｎ
Ｄ
，
Ｂ
Ｃ
，

Ｃ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｄ
Ａ

Ｔ
Ｚ
〇
二
三
七
三
四
二

（
平
成
十
六
年
六
月
十
日
）
八
ツ
田
和
夫

平
成
二
十
二
年
九
月
四
日
、

東
京
簡
易
裁
判
所
か
ら
競
馬

法
違
反
事
件
被
疑
者
と
し
て

逮
捕
状
が
発
付
さ
れ
た
。

毎
熊

利
貴

（
昭
和
五
十

五
年
八
月
二

十
七
日
生
）

東
京
都
中
野
区

中
央
二
丁
目
十

五
番
六
号

Ｔ
Ｇ
二
八
六
〇
二
二
一

（
平
成
十
四
年
十
一
月
十

三
日
）

毎
熊

利
貴

平
成
二
十
二
年
六
月
二
十
八

日
、
町
田
簡
易
裁
判
所
か
ら

住
居
侵
入
・
強
盗
事
件
被
疑

者
と
し
て
逮
捕
状
が
発
付
さ

れ
た
。

中
西

俊
昭

（
昭
和
四
十

年
二
月
一
日

生
）

大
阪
府
松
原
市

天
美
我
堂
一
e

七
朝
日
プ
ラ
ザ

松
原
Ｂ
棟
四
〇

七
号

Ｔ
Ｆ
九
七
二
三
七
七
五

（
平
成
十
三
年
四
月
五
日
）
中
西

俊
昭

平
成
二
十
二
年
八
月
五
日
、

大
阪
簡
易
裁
判
所
か
ら
組
織

的
な
犯
罪
の
処
罰
及
び
犯
罪

収
益
の
規
制
等
に
関
す
る
法

律
違
反
事
件
被
疑
者
と
し
て

逮
捕
状
が
発
付
さ
れ
た
。

鈴
木

和
寿

（
昭
和
五
十

三
年
八
月
五

日
生
）

東
京
都
新
宿
区

西
新
宿
七
e

二

十
二
e

三
十
一

柏
木
Ｍ
Ｕ
Ｒ
Ａ

四
〇
九
号

Ｔ
Ｇ
〇
一
六
〇
八
一
三

（
平
成
十
三
年
六
月
五
日
）
鈴
木

和
寿

平
成
二
十
二
年
五
月
十
三

日
、
川
口
簡
易
裁
判
所
か
ら

詐
欺
事
件
被
疑
者
と
し
て
逮

捕
状
が
発
付
さ
れ
た
。

工
藤

正
文

（
昭
和
二
十

七
年
十
月
二

十
九
日
生
）

岡
山
県
岡
山
市

野
田
屋
町
二
丁

目

六

e

三

（
ニ
ュ
ー
岡
ビ

ル
マ
ン
シ
ョ
ン

三
〇
三
）

Ｔ
Ｇ
一
一
五
七
〇
九
三

（
平
成
十
三
年
十
一
月
十

五
日
）

工
藤

正
文

平
成
二
十
二
年
十
月
十
八

日
、
岡
山
地
方
裁
判
所
か
ら

窃
盗
事
件
被
疑
者
と
し
て
逮

捕
状
が
発
付
さ
れ
た
。

奥
原

大
治

（
昭
和
五
十

二
年
十
二
月

十
日
生
）

埼
玉
県
坂
戸
市

東
坂
戸
二
丁
目

三
十
三
番
五
〇

四
号

Ｔ
Ｇ
一
一
四
四
八
一
四

（
平
成
十
三
年
十
二
月
十

八
日
）

奥
原

大
治

平
成
二
十
二
年
七
月
二
十
二

日
、
東
京
簡
易
裁
判
所
か
ら

詐
欺
事
件
被
疑
者
と
し
て
逮

捕
状
が
発
付
さ
れ
た
。

小
沼

康
男

（
昭
和
二
十

四
年
一
月
一

日
生
）

群
馬
県
安
中
市

古
屋
二
四
一
e

十
四

Ｔ
Ｇ
一
六
六
八
四
八
八

（
平
成
十
四
年
三
月
二
十

六
日
）

小
沼

康
男

平
成
二
十
二
年
十
月
十
五

日
、
高
崎
簡
易
裁
判
所
か
ら

殺
人
・
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等

取
締
法
（
加
重
所
持
）
違
反

事
件
被
疑
者
と
し
て
逮
捕
状

が
発
付
さ
れ
た
。

塙

俊
雄

（
昭
和
十
七

年
四
月
一
日

生
）

千
葉
県
鎌
ヶ
谷

市
道
野
辺
本
町

二
e

二
十
五
e

二
十
一
e

六
〇

一

Ｔ
Ｇ
二
二
九
〇
四
九
〇

（
平
成
十
四
年
六
月
十
九

日
）

塙

俊
雄

平
成
二
十
二
年
九
月
十
七

日
、
市
川
簡
易
裁
判
所
か
ら

覚
せ
い
剤
取
締
法
違
反
事
件

被
疑
者
と
し
て
逮
捕
状
が
発

付
さ
れ
た
。

大
沢

悠
也

（
昭
和
五
十

四
年
五
月
二

十
二
日
生
）

東
京
都
板
橋
区

高
島
平
九
e

一
e

六
e

九
二

六

Ｔ
Ｇ
二
七
一
三
四
七
五

（
平
成
十
四
年
九
月
十
三

日
）

大
沢

悠
也

平
成
二
十
二
年
六
月
二
十
四

日
、
八
王
子
簡
易
裁
判
所
か

ら
殺
人
事
件
被
疑
者
と
し
て

逮
捕
状
が
発
付
さ
れ
た
。

、

伊
藤

哲
也

（
昭
和
五
十

七
年
十
一
月

二
十
五
日

生
）

千
葉
県
成
田
市

中
台
四
e

三
e

十
e

五
〇
一

Ｔ
Ｇ
三
一
〇
四
五
一
八

（
平
成
十
五
年
一
月
六
日
）
伊
藤

哲
也

平
成
二
十
二
年
九
月
三
日
、

東
京
簡
易
裁
判
所
か
ら
詐

欺
・
恐
喝
事
件
被
疑
者
と
し

て
逮
捕
状
が
発
付
さ
れ
た
。

平
良

広
和

（
昭
和
四
十

三
年
九
月
十

五
日
生
）

東
京
都
江
戸
川

区
東
葛
西
五
e

十
四
e

十
五
シ

ル
バ
ー
ハ
イ
ツ

一
〇
七

Ｔ
Ｈ
一
八
八
一
六
八
二

（
平
成
十
八
年
十
一
月
六

日
）

平
良

広
和

平
成
二
十
二
年
八
月
二
十
一

日
、
神
戸
地
方
裁
判
所
か
ら

詐
欺
事
件
被
疑
者
と
し
て
逮

捕
状
が
発
付
さ
れ
た
。

安
原

太
一

（
昭
和
五
十

五
年
九
月
十

一
日
生
）

東
京
都
目
黒
区

八
雲
五
e

十

一
e

二
十
三

Ｔ
Ｈ
二
九
〇
二
五
八
七

（
平
成
十
九
年
三
月
十
六

日
）

安
原

太
一

平
成
二
十
二
年
八
月
六
日
、

神
戸
簡
易
裁
判
所
か
ら
詐
欺

事
件
被
疑
者
と
し
て
逮
捕
状

が
発
付
さ
れ
た
。

平成™™年˜˜月˜œ日 月曜日 第œ›š�号官 報

公
立
高
等
学
校
に
係
る
授
業
料
の
不
徴
収
及
び
高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
に
基
づ
く

指
定
に
関
す
る
規
程
に
つ
い
て

公
立
高
等
学
校
に
係
る
授
業
料
の
不
徴
収
及
び
高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
一
条

第
一
項
第
二
号
ハ
の
規
定
に
基
づ
く
指
定
に
関
す
る
規
程
（
平
成
二
十
二
年
十
一
月
五
日
文
部
科
学
大
臣
決
定
）
を
次

の
と
お
り
公
表
す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
一
月
十
五
日

文
部
科
学
大
臣

ˆ
木

義
明

公
立
高
等
学
校
に
係
る
授
業
料
の
不
徴
収
及
び
高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第

１
条
第
１
項
第
２
号
ハ
の
規
定
に
基
づ
く
指
定
に
関
す
る
規
程

第
１
章
総
則

（
趣
旨
）

第
１
条
公
立
高
等
学
校
に
係
る
授
業
料
の
不
徴
収
及
び
高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則

（
平
成
2
2年
文
部
科
学
省
令
第
1
3号
。
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。）第
１
条
第
１
項
第
２
号
ハ
の
規
定
に
よ
る
指
定
の

基
準
及
び
手
続
等
に
つ
い
て
は
、
こ
の
規
程
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

第
２
章
指
定
の
基
準

（
修
業
年
限
）

第
２
条
規
則
第
１
条
第
１
項
第
２
号
ハ
の
規
定
に
基
づ
き
各
種
学
校
の
う
ち
高
等
学
校
の
課
程
に
類
す
る
課
程
を
置

く
も
の
と
認
め
ら
れ
る
も
の
（
以
下
「
指
定
教
育
施
設
」
と
い
う
。）の
修
業
年
限
は
、
原
則
と
し
て
３
年
以
上
と
す

る
。

（
授
業
時
数
）

第
３
条
指
定
教
育
施
設
の
授
業
時
数
は
、
学
科
ご
と
に
、
１
年
間
に
わ
た
り
8
0
0時
間
以
上
と
す
る
。

（
同
時
に
授
業
を
行
う
生
徒
）

第
４
条
指
定
教
育
施
設
に
お
い
て
、
一
の
授
業
科
目
に
つ
い
て
同
時
に
授
業
を
行
う
生
徒
数
は
、
4
0人
以
下
と
す
る
。

た
だ
し
、
特
別
の
事
由
が
あ
り
、
か
つ
、
教
育
上
支
障
の
な
い
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
授
業
科
目
）

第
５
条
指
定
教
育
施
設
に
お
い
て
は
、
中
学
校
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
学
校
を
卒
業
し
た
者
等
に
対
し
て
、
中
学
校
又

は
こ
れ
に
準
ず
る
学
校
に
お
け
る
教
育
の
基
礎
の
上
に
、
心
身
の
発
達
に
応
じ
て
、
高
度
な
普
通
教
育
に
類
す
る
教

育
を
施
す
に
ふ
さ
わ
し
い
授
業
科
目
を
開
設
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
教
員
数
）

第
６
条
指
定
教
育
施
設
に
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
教
員
の
数
は
、
次
の
表
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

Ÿ
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